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つ な ん じ か ん

そろそろ食べ頃？

秋といえば何の秋？

スポーツ、読書、やっぱり食欲！

食材豊富な秋は、おいしいものもたくさん

厳しい冬に負けないように

しっかり蓄えないとですね



町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは
総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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記事訂正について
先月号 P22 に掲載しました健康体力づくり 100 日運動について、「2800 日 
桑原カヨ」様と掲載いたしましたが、正しくは「2800 日 鈴木カヨ」様でした。
訂正してお詫びいたします。
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目的別
歳　入

32億6,162万円
地方交付税
（40.7％）

14億3,516万円
国・県支出金
（17.9％）

10億7,735万円
町税

（13.4％）

4億7,433万円
繰越金（5.9％）

1億3,824万円
諸収入（1.7％）

8,494万円
分担金負担金
（1.1％）

5億5,518万円
その他（6.9％）

7億2,754万円
　町債

　　　（9.1％）

1億7,253万円
地方消費税交付金
（2.2％）

7,026万円
地方譲与税（0.9％） 2,012万円

その他（0.2％）
依
存
財
源
71％

　　　

　　　自主財源 29％
　
　
　
　
　
　

特 
集
Topic

決
算
報
告

平成28年度

津南町

平
成
29
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
病
院
会
計
の
決
算
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
決
算
は
、
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。

皆
様
が
納
め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
の
使
い
み
ち
と
、
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況

歳
入
の
増
減
要
因

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、歳
入

が
80
億
１
，７
２
７
万
円
で
前
年
度
比
１
億
１
，

７
３
８
万
円
の
増（
1.5
％
増
）、歳
出
が
76
億
４
，

２
３
９
万
円
で
前
年
度
比
２
億
１
，６
８
４
万
円

の
増（
2.9
％
増
）と
な
り
、差
引
３
億
７
，４
８
８
万

円
を
平
成
29
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

長
引
く
経
済
不
況
等
に
よ
り
町
税
は
減
少
傾

向
で
し
た
が
、経
済
の
緩
や
か
な
持
ち
直
し
の
動

き
も
見
え
る
中
で
、町
税
全
体
で
は
前
年
度
比

3.0
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
財
政
は
、地
方
交
付
税
や
国
県
支
出

金
に
依
存
す
る
比
率
が
大
き
い
状
況
で
あ
り
、徹

底
し
た
経
費
節
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
や
町
の
貯
金
で
あ
る

基
金
の
取
崩
し
を
極
力
抑
制
し
、健
全
財
政
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
が
、平
成
28
年
度
は
新
規

事
業
な
ど
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
自
主
的
な
収
入
で
あ
る
自
主
財
源

は
23
億
３
，０
０
５
万
円
、前
年
度
比
２
億
６
，

７
１
３
万
円
の
増（
12.9
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税
は
、３
億
３
４
１
万

円
で
前
年
度
比
１
，１
２
９
万
円
の
増（
3.9
％
増
）、

法
人
町
民
税
は
、６
，４
８
６
万
円
で
前
年
度
比

２
５
５
万
円
の
増（
4.1
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
税
は
前
年
度
比
１
，４
８
７
万
円

の
増（
2.5
％
増
）と
な
り
、軽
自
動
車
税
は
前
年

度
比
４
５
２
万
円
の
増（
14.2
％
増
）、た
ば
こ

税
は
１
０
７
万
円
の
減（
1.7
％
減
）、入
湯
税
は

１
０
８
万
円
の
減（
12.8
％
減
）と
な
り
ま
し
た

が
、町
税
全
体
で
は
10
億
７
，７
３
５
万
円
で
前

年
度
比
３
，１
０
８
万
円
の
増（
3.0
％
増
）と
な

り
ま
し
た
。

▼歳入合計

80億1,727万円

6億443万円
固定資産税
（56.1％）

3億341万円
個人町民税
（28.2％）

6,486万円
法人町民税
（6.0％）

6,091万円
町たばこ税
（5.6％）

3,635万円
軽自動車税
（3.4％）

739万円
入湯税
（3.4％）

町 税 の内訳
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18億582万円
民生費
（23.6％）

10億4,175万円
土木費
（13.6％）

8億3,725万円
総務費
（11.0％）

5億4,631万円
商工費（7.1％）

9億2,782万円
衛生費
（12.1％）

6億2,374万円
教育費
（8.2％）

8億9,192万円
農林水産業費
（11.7％）

5億2,225万円
公債費（6.8％）

3億3,725万円
消防費（4.4％）

2,263万円
災害復旧費（0.3％）

目的別
歳　出

8,565万円
その他（1.2％）

歳
出
の
増
減
要
因

特
別
会
計
の
状
況

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、児
童
や
高
齢

者
な
ど
福
祉
関
係
経
費
で
あ
る
民
生
費
の
割
合

が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。民
生
費
で
は
、障
害

者
福
祉
施
設（
い
こ
い
の
家
）新
築
工
事
な
ど
に
よ

り
前
年
比
１
億
６
，７
９
２
万
円
の
増（
10.3
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、町
営
住
宅
建
設
事
業
な
ど
の
増

に
よ
り
２
億
６
，５
３
４
万
円
の
増（
34.2
％
増
）と

な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
で
は
、旧
上
郷
中
学
校
改
修
工
事
や
町

制
60
周
年
記
念
事
業
な
ど
の
減
に
よ
り
前
年
比

１
億
１
，８
５
４
万
円
の
減（
12.4
％
減
）と
な
り
ま

し
た
。

　

商
工
費
で
は
、ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

リ
フ
ト
整
備
工
事
な
ど
の
減
に
よ
り
前
年
比

１
億
４
，４
３
３
万
円
の
減（
20.9
％
減
）と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、津
南
病
院

へ
の
補
助
金
や
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
・

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
な
ど
へ
の
負
担
金

で
あ
る
補
助
費
の
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て

お
り
、17
億
７
，８
４
０
万
円
で
前
年
よ
り
８
，

０
３
９
万
円
の
増（
4.7
％
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
目
が
道
路
工
事
や
公
営
住
宅
建
設
工
事
、

障
害
者
福
祉
施
設
新
築
工
事
な
ど
の
普
通
建
設

事
業
費
の
12
億
９
，４
６
４
万
円
で
、前
年
よ
り

３
，０
３
４
万
円
の
増（
2.4
％
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
番
目
が
国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
な

ど
の
特
別
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
支
出
す
る
繰

出
金
の
10
億
２
，１
１
１
万
円
で
、前
年
よ
り
３
，

４
４
４
万
円
の
減（
3.3
％
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

性 質 別 歳 出

▼歳出合計

76億4,239万円

前年度比
人件費 8 億 3,208 万円 − 10.2%
物件費 9 億 5,844 万円 3.7%

維持補修費 2 億 1,497 万円 12.2%
扶助費 5 億 8,470 万円 7.4%

補助費等 17 億 7,840 万円 4.7%
公債費 5 億 5,525 万円 5.9%
積立金 2 億 6,199 万円 47.2%

投資及び出資金・貸付金 1 億 1,818 万円 26.1%
繰出金 10 億 2,111 万円 − 3.3%

普通建設事業費 12 億 9,464 万円 2.4%
災害復旧事業費 2,263 万円 − 7.7%

合　計 76 億 4,239 万円 2.9%

会　計　名 歳　入 歳　　出
国民健康保険 12 億 9,355 万円 12 億　156 万円

後期高齢者医療 1 億 1,283 万円 １億　994 万円
介護保険 17 億 6,069 万円 17 億 1,340 万円
簡易水道 1 億 5,938 万円 1 億 3,576 万円

下水道事業 4 億　166 万円 3 億 7,169 万円
農業集落排水事業 2 億 9,693 万円 2 億 7,066 万円

津南病院事業 16 億 2,232 万円 16 億 6,996 万円
合　計 56 億 4,736 万円 54 億 7,297 万円

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
独
立
採

算
が
原
則
で
す
。

　

必
要
な
財
源
は
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の

歳
入
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
基
本
的
な
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
か

ら
財
源
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。

　

簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の
特

別
会
計
に
は
主
に
交
付
税
措
置
さ
れ
た
起
債
償

還
分
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
建
設

事
業
の
量
に
よ
り
大
き
く
増
減
す
る
会
計
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

介
護
保
険
の
特
別
会
計
と
病
院
事
業
会
計
は
、

法
律
や
制
度
改
正
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
会

計
で
す
。

　

職
員
の
給
与
・
手
当
・
福
利
厚
生
費
な
ど
の
人

件
費
は
８
億
３
，２
０
８
万
円
で
、前
年
よ
り
９
，

４
７
９
万
円
の
減（
10.2
％
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、業
務
委
託
料
や
光
熱
水
費
、燃
料
費
、修

繕
費
な
ど
の
物
件
費
は
９
億
５
，８
４
４
万
円
で
、

前
年
よ
り
３
，４
０
８
万
円
の
増（
3.7
％
増
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費
は
任
意
に
節
減
で

き
な
い
経
費
な
の
で
義
務
的
経
費
と
呼
ば
れ
、こ

の
性
質
の
経
費
が
占
め
る
比
率
が
大
き
い
ほ
ど

財
政
構
造
が
硬
直
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
財
政
構
造
の
硬
直
化

　
財
源
の
う
ち
、固
定
的
に
毎
年
支
払
わ
な
け
れ

ば
ば
な
ら
な
い
費
用
が
増
大
し
て
し
ま
い
、新
規

に
予
算
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
。
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平成26年度 平成27年度 平成28年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

平成26年度 平成27年度 平成28年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

平成26年度
平成27年度 平成28年度

9.5%
9.0% 9.0%

平成26年度

平成27年度

平成28年度

78.0%
73.5%

81.4%

危ない!!

危ない!!

危ない!!

10
年
連
続
黒
字
で
す

資
金
不
足
比
率
な
し

全
会
計
を
合
わ
せ
て
も

黒
字
で
す

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会
計

の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支
出
）

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

つ
ま
り
、
黒
字
か
赤
字
か
を
判
断

す
る
指
標
で
す
。

　

本
町
は
黒
字
の
た
め
指
標
は
「
な

し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
と
は
、町
債（
借
金
）の
元

利
償
還
金
で
あ
り
、一
般
会
計
の
ほ
か

簡
易
水
道
・
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

の
特
別
会
計
、病
院
会
計
に
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、消
防（
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
）や
清
掃（
津
南
地
域
衛
生
施

設
組
合
）な
ど
一
部
事
務
組
合
の
会
計

で
も
元
利
償
還
金
が
あ
り
、町
が
相

当
分
の
負
担
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
質
的
に
公
債
費
と
と

ら
え
、標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
は
そ
の
種

類
に
よ
り
交
付
税
措
置
が
あ
る
た
め
、

実
質
の
公
債
費
と
標
準
財
政
規
模
か

ら
交
付
税
措
置
相
当
分
を
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
。

　

本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
は「
9.0

％
」で
あ
り
、平
成
28
年
度
決
算
で
は

県
内
市
町
村
平
均
値
よ
り
低
い
値
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、背
負
っ
て
い
る

借
金
等
将
来
負
担
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に
は
、

町
債
現
在
高（
全
会
計
の
現
在
高
の

ほ
か
、一
部
事
務
組
合
の
借
金
の
う

ち
津
南
町
の
持
分
の
現
在
高
を
含

む
）や
将
来
の
支
出
が
決
ま
っ
て
い

る
経
費（
国
営
苗
場
山
麓
第
二
地
区

町
負
担
金
な
ど
）、町
職
員
が
い
っ
せ

い
に
退
職
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
の

退
職
金（
退
職
手
当
引
当
金
相
当
額
）

な
ど
を
合
計
し
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
か
ら
、貯
金
で
あ
る
基

金
現
在
高
や
町
債
現
在
高
に
係
る
交

付
税
措
置
予
定
額
な
ど
を
差
し
引
い
て

実
質
的
な
将
来
負
担
を
算
出
し
ま
す
。

　

本
町
の
将
来
負
担
比
率
は「
81.4
％
」

で
あ
り
、県
内
市
町
村
平
均
値
よ
り

低
い
値
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
呼
び
ま
す
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、
こ

れ
ら
健
全
化
判
断
比
率
と
は
別
に
公

営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
と
は
、
本
町
の
会
計
で

は
「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業

集
落
排
水
」
の
特
別
会
計
と
「
病
院

会
計
」
の
４
つ
の
会
計
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会
計

を
合
計
し
ま
し
た
が
、
資
金
不
足
比

率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額

（
赤
字
額
）
の
事
業
規
模
に
占
め
る

割
合
を
算
出
し
ま
す
。

　
「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業

集
落
排
水
」
の
特
別
会
計
は
黒
字
の

た
め
、
資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
病
院
会
計
」
は
、
町
か
ら
運
営

費
を
５
億
１
，
２
４
４
万
円
補
助
す

る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
も
資

金
不
足
比
率
は
「
な
し
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全
会
計

の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支
出
）

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

本
町
は
連
結
し
て
全
会
計
の
合
計

も
黒
字
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
指
標

は
「
な
し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
状
況

実
質
赤
字
比
率

　

国
・
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
財
政
悪
化
を
可
能

な
限
り
早
く
把
握
し
、
財
政
改
善
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
平
成

19
年
に
自
治
体
財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
法
律
で
早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
が
定
義
さ
れ
、
２
つ
の
基

準
と
の
比
較
で
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政
再
生
基
準
を
超
え

る
と
財
政
再
生
計
画
の
策
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
強
制
力
や

総
務
大
臣
の
関
与
が
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

15％以上だと

20％以上だと

25％以上だと

350％以上だと

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率
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項目別一人当たり金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに
広域連携・交流・地域づくりなどに
税金の賦課徴収に
戸籍住民基本台帳管理に
選挙・統計・監査等に

5億 4,871万円
1億3,038万円

5,925万円
3,433万円
6,458万円

54,992円
13,067円
5,938円
3,441円
6,473円

民
生
費

障害者等の社会福祉に
保育所運営等のこどもの福祉に
お年寄りの福祉に

6億 5,293万円
4億9,749万円
6億5,540万円

65,437円
49,859円
65,684円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに
ごみ・し尿の処理に
簡易水道施設費の償還などに
津南病院の整備などに

2億 2,137万円
1億4,535万円

1,487万円
5億4,623万円

22,186円
14,567円
1,490円
54,743円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに
林業振興・林道整備などに

8億 7,019万円
2,173万円

87,211円
2,178円

商
工
費

商工の振興に
観光の振興に

1億 3,534万円
4億1,097万円

13,564円
41,187円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に
道路除雪に
河川の管理に
下水道整備に
町営住宅の建設・管理に

2億 3,785万円
1億5,282万円

60万円
2億5,119万円
3億9,929万円

23,837円
15,315円

60円
25,175円
40,017円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに
小学校教育に
中学校教育に
生涯学習・公民館活動・文化財などに
スポーツの振興に

7,939万円
2億1,144万円

9.318万円
2億 63万円

3,910万円

7,957円
21,190円
9,339円
20,107円
3,918円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 5億 2,225万円 52,340円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 3億 3,725万円 33,799円

議　会　費 議会活動に 8,538万円 8,557円

災害復旧費 災害の復旧に 2,263万円 2,268円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 27万円 27円

■町民一人当たりに使われたお金は
※平成29年3月31日現在の
　人口9,978人で換算 76万5,924円

町民一人当たり
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13億7,780万円
十日町市
（64.2％）

3億2,228万円
津南町
（15.0％）

8,675万円　繰越金（4.0％）
4,287万円　県支出金（2.0％）

1,120万円　諸収入（0.5％）

17 億 8 万円　
分担
金

・
負
担
金
（
79
.2
％
）歳入

21億4,667
万円

2億8,220万円
組合債
（13.2％）

1,950万円　国庫支出金（0.9％） 226万円　財産収入（0.1％）
181万円　使用料・手数料
　　　　　（0.1％）

17 億 3,795
万円
　

消
防
費
（
86
.3
％
）10億6,915万円

常備消防費
（53.1％）

2億8,319万円
消防再編計画
事業費
（14.1％）

2億8,246万円
非常備消防費
（14.0％）

1億315万円
消防施設費
（5.1％）

2,725万円
総務費
（1.4％）

51万円　議会費（0.1％未満）

歳出
20億1,168
万円

2億4,588万円
公債費
（12.2％）

9万円　企画振興費（0.1％未満）

財
産
の
状
況

町
債
の
状
況

　

町
の
財
産
に
は
役
場
庁
舎
や
学

校
・
保
育
園
な
ど
土
地
・
建
物
の
不
動

産
の
ほ
か
、山
林
の
立
木
、町
内
７
箇

所
の
温
泉
権
、株
券
な
ど
の
有
価
証

券
や
貸
付
金
・
出
資
金
な
ど
に
よ
る

権
利
、貯
金
で
あ
る
基
金
、車
両
や
事

務
機
器
な
ど
の
備
品
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
事
業
費
の
増
な

ど
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
を
７
，

４
１
２
万
円
取
り
崩
し
ま
し
た
。

　

土
地
で
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
用
地

な
ど
の
取
得
が
あ
り
、面
積
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

消
防
業
務
な
ど

　

町
債
と
は
、町
が
事
業
を
行
う
と

き
に
、歳
入
不
足
を
補
う
た
め
借
り

入
れ
る
長
期
間
の
借
金
で
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は
、

災
害
復
旧
の
た
め
の
借
金
が
95
％
、

過
疎
対
策
の
た
め
の
借
金
が
70
％
、

下
水
道
整
備
の
た
め
の
借
金
が
50
％

な
ど
と
種
類
に
よ
り
率
は
異
な
り
ま

す
が
、後
年
度
に
地
方
交
付
税
と
し

て
措
置
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
全
会
計
の
年
度
末
町
債
残
高

は
１
２
３
億
８
，３
２
１
万
円
で
、町

民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

１
２
４
万
円
に
な
り
ま
す
。

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,969,753㎡ 0.3％
建　　　物 128,386㎡ -0.5％

山
林

面　　　積 2,041,755㎡ 0.0％
立　　　木 16,396㎡ 0.0％

物　　　権（温泉権） 7 件 0.0％
有　価　証　券 9,285 万円 0.0％
貸　付　金 2 億 5,771 万円 5.1％

出資による権利 1 億 8,883 万円 0.1％

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0％
山林立木 26,410㎥ 0.0％
預　　金 22 億 4,679 万円 -3.4％

備　　　品 車輌・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 62 億 2,756 万円 4.2％

簡易水道特別会計 5 億 1,298 万円 0.9％
下水道事業特別会計 32 億 4,904 万円 -5.5％

農業集落排水事業特別会計 23 億　719 万円 -6.7％
津南病院事業会計 8,644 万円 -8.4％

合　　　　　　　計 123 億 8,321 万円 -0.9％

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、
十
日

町
市
、
津
南
町
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
消

防
や
家
畜
指
導
診
療
所
な
ど
の
運
営
を

行
っ
て
い
る
一
部
事
務
組
合
で
す
。

　

消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら
支
出
し

て
い
ま
す
。

一 般 会 計

津南町消防演習

家畜指導診療所特別会計

歳入 歳出 繰越金
4,771 4,568 203

（単位：万円）
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歳 入
3億1,347万円

組合費 71.
32

％（
2億
2,
35
8万

円
）

十日町市
3,474万円
（11.08％）

栄村
3,546万円
（11.31％）

使用料
及び手数料
3,259万円
（10.40％）

繰入金
1,350万円
（4.31％）

繰越金
3,365万円
（10.74％）

諸収入
1,010万円
（3.22％）

使用料
1,536万円
（4.90％）

手数料
1,723万円
（5.50％）

財産収入
　　5万円（0.01％）

津南町
1億5,338万円
（48.93％）

歳 出
2億8,631万円衛

生

費
 88.11％（2億

5,2
27
万
円
）

塵芥処理費
1億3,446万円
（46.97％）

じんかい

し尿処理費
7,746万円
（27.05％）

議会費
17万円
（0.06％）

斎場費
1,973万円
（6.89％）

総務費
3,387万円
（11.83％）

最終処分場費
1,400万円
（4.89％）

清掃総務費
662万円
（2.31％）

＝ 1.5t

普通乗用車に
例えると…

約2,907台分約2,907台分

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・
旧
松

之
山
町
の
区
域
）・
栄
村
の
３
市
町
村
で
構

成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等
の
共
同
処
理

を
行
っ
て
い
る「
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
」

の
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［年間利用実績］

斎　　場　325件（内：津南町208件）前年度比14.4％増

	 　※火葬１件当たりの経費：57,458円（公債費・工事費を除く）

ごみ処理　ごみ搬入量：4,361トン（内：津南町3,756トン）前年度比4.3％減

燃えるごみ 3,589トン 埋立ごみ 55トン
金属ごみ 113トン 古紙 417トン
空びん 117トン ペットボトル 20トン空　缶 50トン 白色トレイ

	 　※ごみ１トン当たりの処理経費：35,467円（公債費・工事費を除く）

し尿処理　総搬入量：6,777㎘（内：津南町2,637㎘）前年度比3.6％減

	 　※１㎘当たりの経費：12.608円（公債費・工事費を除く）　　　　　　

Q：衛生施設組合で処理される年間のごみの量ってどれくらい？
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

日
頃
か
ら
ホ
ッ
ケ
ー
の
練
習
を
し
て
い
る

チ
ー
ム
か
ら
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
感
覚
で
仲

間
と
共
に
楽
し
み
た
い
チ
ー
ム
ま
で
、ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期
日　

11
月
19
日
㈰

■
会
場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
チ
ー
ム
編
成

・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
…
小
学
１
～
３
年
生

・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
…
小
学
４
～
６
年
生

・
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
…
中
学
生

・
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
…
高
校
生
・
一
般

■
構
成

・
構
成
員
（
男
性
４
人
、
女
性
４
人
、
補
員
４

人
）
女
性
が
２
人
以
上
入
る
こ
と
。

・
５
人
１
チ
ー
ム
で
の
参
加
も
認
め
ま
す
が
、

１
人
以
上
女
性
が
入
る
こ
と
。

・
Ａ
・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
監
督
は
必
ず
大
人
が
な

る
こ
と
。
な
お
、
監
督
の
２
チ
ー
ム
以
上
の

掛
け
持
ち
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
Ｃ
・
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
の
監
督
は
選
手
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
チ
ー
ム
編
成
が
難
し
い
場
合
、
出
場
す
る
ブ

■
内
容

　

樹
脂
粘
土
を
使
っ
て
本
物
そ
っ
く
り
に
つ
く

る
粘
土
工
芸
で
す
。

■
日
時　

11
月
13
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
会
場　

津
南
町
公
民
館
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

２
階
研
修
室

■
申
込
方
法

　

津
南
町
公
民
館（
℡
７
６
５
‐
３
１
３
４
）ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
締
切　

11
月
６
日
㈪
ま
で

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
Ｔ
ａ
ｐ
・
公
民
館

共
催
で
お
菓
子
づ
く
り
を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容　

10
月
に
な
じ
ょ
も
ん
畑
で
採
れ
た
さ

つ
ま
芋
を
使
っ
て
お
菓
子
づ
く
り
を
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
22
日
㈬

　

受
付　

午
前
９
時
30
分
～
９
時
50
分

　

開
始　

午
前
10
時
～
11
時
15
分

■
会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
津
南
町
公
民
館
図

書
室
に
チ
ラ
シ
と
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の

で
、
記
入
し
て
公
民
館
ま
た
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者　

未
就
園
児
の
親
子　

10
組

■
申
込
締
切　

11
月
10
日
㈮

　

但
し
、定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

　

11
月
８
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水
道

メ
ー
タ
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な
検
針
の

た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程　

11
月
８
日
㈬
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物
や
車
等
が

乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
移

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場
合
、
検

針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な
ど
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
内
部
が
土

や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
な
い
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

第
23
回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ホ
ッ
ケ
ー
大
会

成
人
教
育
講
座（
粘
土
ア
ー
ト
）

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
菓
子
づ
く
り
＆
親
子
ふ
れ
あ
い

遊
び
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
検
針

ロ
ッ
ク
の
年
齢
に
満
た
な
い
選
手
が
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
総
合
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
チ
ラ
シ　

ま
た
は
、町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
表
彰

　

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
１
位
か
ら
３
位
ま
で

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
、０
０
０
円

■
申
込
締
切

　

10
月
30
日
㈪　

午
後
５
時
ま
で

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

町
総
合
セ
ン
タ
ー　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

■
参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
材
料
費
代
）

■
対
象
者　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
か
た

■
定
員　

20
名

■
講
師　

桑
原
ジ
ン
ダ
ー
ワ
ン
氏

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
マ
ス
ク
・
出

来
上
が
っ
た
お
菓
子
を
入
れ
る
タ
ッ
パ
な
ど
。

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
と
し
て
）

　
　
　
　
　

当
日
集
め
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
２
７
３
８

　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４
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法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、
悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30
分
ま

で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁
護
士
さ

ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
11
月
２
日
㈭

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
達
し
し

だ
い
、
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

11
月
８
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動

産
、
交
通
事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、

家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の

ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

は
ぐ
く
み
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
推
進
と
、

広
域
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
青
少
年
健
全
育
成

活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
主
催　

青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
、
十

日
町
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
十
日
町
市
教
育
委
員

会
、
津
南
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

■
日
時　

11
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
10
分

　
　
　
　
（
開
場
午
後
１
時
）

■
会
場　

越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル「
段
十
ろ
う
」

　

十
日
町
市
本
町
一
丁
目
上
５
０
８
番
地
２

■
講
演
内
容

　

演
題　
「
文
壇
最
強
の
子
育
て
パ
パ
が
語
る

子
育
て
論
」

　

講
師　

作
家　

鈴
木
光
司　

氏

■
参
加
費　

無
料

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、法
律
で
定
め
ら
れ

た
消
費
者（
利
用
者
）擁
護
に
資
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ

て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、「
理
容
店
」、

「
美
容
店
」、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」、「
め
ん
類
飲

食
店
」、「
一
般
飲
食
店
」で
は
、店
頭
に
Ｓ
マ
ー

ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、安
心
・
安
全
・
衛
生
を
約
束
す
る

信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
（
公
財
）新
潟
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
３
７
８
‐
２
５
４
０

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
輸
血
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
一
方
で
、
献
血
可
能

人
口
が
減
少
し
、
輸
血
用
血
液
の
不
足
が
大
変

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
期
保
存
の
で
き
な
い

血
液
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
継
続
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
献
血
バ
ス　

11
月
14
日
㈫

・
㈱
高
橋
工
務
所　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

・
津
南
町
役
場　

午
後
１
時
45
分
～
４
時

一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談
を
!!

弁
護
士
に
よ
る
無
料「
法
律
相
談
」開
催

は
ぐ
く
み
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
開
催

『
標
準
営
業
約
款
制
度（
Ｓ
マ
ー

ク
）』を
ご
存
知
で
す
か
！

献
血
及
び
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課
健
康
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

※
午
後
の
献
血
に
併
せ
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
会
を
行
い
ま
す
。
受
付
時
間
は
、
午
後

１
時
45
分
か
ら
３
時
30
分
で
す
。
骨
髄
バ
ン

ク
の
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
の
は
、
次
の
要

件
を
全
て
満
た
し
て
い
て
、
か
つ
当
日
、
医

師
の
検
診
に
よ
っ
て
ド
ナ
ー
登
録
が
可
能
と

判
断
さ
れ
た
か
た
で
す
。

・
年
齢
が
18
歳
以
上
54
歳
以
下
で
健
康
な
か
た

・
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女
性
40
㎏
以
上
の

か
た

・
骨
髄
や
末
梢
血
幹
細
胞
提
供
の
内
容
を
十
分

に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
た

　

骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
南
魚
沼

保
健
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

医
薬
予
防
課

　

℡
０
２
５
‐
７
７
２
‐
８
１
４
２

こころの健康相談のお知らせ
　最近、急に気分が落ち込む、不安で
落ち着かない、夜眠れない、人に会うの
がおっくうだ、家に閉じこもり気味など、
毎日の生活の中での混乱や不安があるか
た、及びご家族の相談に応じます。
　事前に予約が必要ですので、電話で
お申し込みください。なお、 時間を指
定させていただきますので御了承くださ
い。また、定員がありますのでお早めに
申し込みください。
■相談日時　11 月 15 日㈬
　　　　　　午後 2 時〜 4 時
■場　　所　津南町役場　3 階
　　　　　　第 2 委員会室
■相談医師　かつみ医院（小千谷市）　　　
　　　　　　勝見　医師
■申込締切　11 月 10 日㈮
　※定員に達しだい締切とさせて頂きます

■お問い合わせ
　福祉保健課健康班
　℡ 765 ‐ 3114

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
中
央
公
民
館
内
）

　

℡
７
５
７
‐
８
９
１
８
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保育園に入れない場合などは

2 歳まで育児休業が
取れるようになります !

～平成29年10月1日から改正育児・介護休業法がスタート～
＜改正のポイント＞
①最長 2 歳までの育児休業の再延長が可能に

●子が 1 歳 6 か月以後も、保育園に入れない場合などは、会社に申
し出ることにより、育児休業期間を最長 2 歳まで再延長できます。

●育児休業給付金の給付期間も 2 歳までになります（詳しくはハロー
ワークへ）

②子どもが生まれる予定の従業員などに、
育児休業等の制度（休業中の待遇や労働
条件等）を知らせる努力義務の創設

③未就学児を育てる従業員に対し、育児目
的休暇を設ける努力義務の創設

＜育児・介護休業法について＞
●詳しくは
　厚生労働省ホームページ
　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000130583.html
●お問い合わせは
　新潟労働局 雇用環境・均等室（電話 025-288-3511）

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
こ
の
度
の
台
風
18
号

で
被
害
を
受
け
た
地
域
に
送
る
義
援
金
の
受
付

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
　

平
成
29
年
12
月
28
日
ま
で

■
受
付
口
座

　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

　

０
０
１
１
０	

‐	

０
‐	

６
３
５
１
５
６	

				

加
入
者
名　

日
赤
平
成
29
年
台
風
18
号

「
平
成
29
年
台
風
第
18
号

　

災
害
義
援
金
」の
受
付

　

災
害
義
援
金

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
、む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

●
５
月
19
日
実
施

住
所

氏
名

正
面
１
区

瀧
澤　

優（
ゆ
う
）

正
面
１
区

江
村　

空
飛（
く
う
と
）

正
面
２
区

山
田　

陸
斗（
り
く
と
）

大
割
野
２
‐
１

小
島　

大
空（
か
な
た
）

米
原

大
口　

華
歩（
か
ほ
）

辰
ノ
口

小
野
塚　

直
紘（
ち
ひ
ろ
）

辰
ノ
口

板
場　

美
空（
み
く
）

相
吉
４
区

内
山　

椋
真（
ろ
う
ま
）

●
７
月
12
日
実
施

住
所

氏
名

十
二
ノ
木
３
区

中
澤　

ひ
な
た

大
割
野
２
‐
１

鈴
木　

咲
羽（
さ
わ
）

貝
坂

桑
原　

悠
真（
ゆ
う
ま
）

相
吉
２
区

涌
井　

あ
さ
ひ

相
吉
３
区

涌
井　

維
月（
い
つ
き
）

谷
内
11
区

関
澤　

雪
乃（
ゆ
き
の
）

船
山
第
１

髙
澤　

初
菜（
は
な
）

３
歳
児
健
診
で

む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

●
９
月
11
日
実
施

住
所

氏
名

十
二
ノ
木
１
区

田
中　

陽
葵（
ひ
ま
り
）

正
面
４
区

山
本　

萌
絵（
も
え
）

押
付

ダ
ー
ド
リ
ン　

陽（
は
る
）

外
丸
３
区

篠
原　

蒼
太（
そ
う
た
）

城
原
１
区

桑
原　

快
寧（
か
い
ね
）

芦
ヶ
崎
24
区

小
山　

隼
平（
し
ゅ
ん
ぺ
い
）

芦
ヶ
崎
25
区

大
口　

紗
瑛（
さ
え
）

●
酸
性
飲
料
を
で
き
る
だ
け
減
ら
そ
う

　

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
や
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
、
ス

ポ
ー
ツ
飲
料
、
ビ
タ
ミ
ン
配
合
飲
料
な
ど
は
酸

性
飲
料
の
た
め
、
お
口
の
中
を
酸
性
化
さ
せ
ま

す
。
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
は
酸
に
弱
い
た
め
、
酸

性
飲
料
を
飲
む
回
数
は
な
る
べ
く
減
ら
す
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
就
寝
前
は
避
け
、

水
分
補
給
は
で
き
る
だ
け
お
茶
や
水
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４
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所属 氏名・住所 出場大会 成績等

津南中学校　教諭 瀧澤　慶太（陣場下１区）
日清食品カップ　第１9 回全国小学生クロスカントリーリレー
研修大会（男子３、女子３：1.5㎞×６人）

チーム
8 位

所属 氏名・住所 出場大会 成績等

一般
津南ゲートボール連盟

「津南苗場」チーム
文部科学大臣杯第32回
全日本ゲートボール選手権大会

出場

津南中学校 陸上競技部　男子 第10回北信越中学校駅伝競走大会 5位

津南中学校 陸上競技部　女子 第26回新潟県中学校駅伝競走大会 8位

津南小学校　５年 村山　　晏（割野2区） 第21回IBA学童女子選抜大会（軟式野球） 出場

津南小学校　６年 井ノ川純平（正面2区）
日清食品カップ　第１9回全国小学生クロスカントリーリレー
研修大会（男子３、女子３：1.5㎞×６人）

チーム
8位

津南中学校　１年 滝沢　育矢（赤沢14区）
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2017
全日本ジュニアスキー選手権大会 兼 全日本中学生選抜スキー大会

（クロスカントリースキー １年男子 10㎞クラシカル）
5位

津南中学校　２年 本山　雄太（芦ヶ崎27区）
第30回全国中学生男子
ウェイトリフティング競技選手権大会（69kg級）

4位

津南中学校　２年 江村　海里（外丸3区）
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2017
全日本ジュニアスキー選手権大会 兼 全日本中学生選抜スキー大会

（クロスカントリースキー ２年男子 10㎞クラシカル）
出場

津南中学校　２年 中澤　優希（中深見第1） 同上（クロスカントリースキー ２年男子 10㎞フリー） 出場

津南中学校　３年 田中　歩夢（外丸3区） 第47回新潟県中学校陸上競技大会（3,000ｍ） 4位

津南中学校　３年 月岡　樹音（船山新田）
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2017
全日本ジュニアスキー選手権大会 兼 全日本中学生選抜スキー大会

（クロスカントリースキー ３年女子 ５㎞フリー）
出場

津南中学校　３年 小島　　駿（十二ノ木3区）
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2017
全日本ジュニアスキー競技会アルペン競技（GS・SL）

出場

津南中学校　３年 桑原　叶佳（十二ノ木5区） 第1回全日本中学女子軟式野球大会 出場

津南中等教育学校　６年 風巻　　光（大割野2-1） 全国高等学校総合体育大会陸上競技（砲丸投げ） 出場

十日町総合高校　３年 樋口　虹至（船山第7）
全国高等学校総合体育大会
第66回全国高等学校スキー大会（男子リレー10㎞×４）

チーム総合
4位

一般 村山　太郎（正面1区） 第64回新潟県剣道大会（30代の部） 3位

一般 涌井　　篤（岡7区） 第16回全日本マスターズ選手権大会（レスリング46歳以上69kg級） 優勝

一般 佐藤　夏生（正面住宅団地）
第23回全日本スキー選手権大会（ビッグエア）
スノーボード競技（スロープスタイル）

4位
3位

■優秀指導者表彰

■優秀競技者表彰

平成28年度に活躍された次の皆さんに
津南町体育協会（磯部義栄会長）から
表彰状が授与されましたので紹介します。



Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

広報 14平成29年10月号

 津南町の安全を支える消防団
— ９月17日　津南町総合センター —

 いつまでも健康でいてね
— ９月18日　津南町総合センター —

 町小中学校へ100万円分の図書寄贈
— ９月29日　日本食研ホールディングス —

　津南町の75歳以上のかたがたをお招きし、当日は450名
ものかたが敬老式へ参加しました。また、併せて金婚・ダイ
ヤモンド婚を迎えたかたがたもお招きし、会場は多くの人
でにぎわいました。
　敬老作文を発表した芦ヶ崎小学校の鈴木小晴さんは「お
ばあちゃんがいると家族は幸せ。いつまでも健康でいてね」
と笑顔で話していました。

　日本食研ホールディングスから町小中学校へ 100 万円分
の図書の寄贈を受け、日本食研グループ 46 周年記念式典
に町長が参加しました。図書の寄贈は 2008 年から行われ、
今年で6回目。計600万円の図書の寄贈をいただきました。
また、大沢一彦会長からは毎年津南町へ 100 万円のふるさ
と納税をいただいております。
　町長は「津南町の小中学校の図書が充実してありがたい
限り。感謝にたえないの一言」と敬意を表していました。

↑ 100 歳を迎えた藤ノ木キヨさんへ記念品贈呈

　台風18号の影響により、急きょ会場を変更し、津南町総合
センターで開催した津南町消防演習。昨年までは消防演習
と防災訓練を合同開催していましたが、今年は23年振りに
単独開催となりました。この日は本部分団をはじめ各分団、
女性部の約380名の団員が集結。アトラクションとして津南
中等教育学校の吹奏楽部による演奏が行われ、引き締まっ
た空気が一変し、なごやかな空気に包まれました。

↑全分団整列し士気の高さがうかがえる

↑人員姿勢制服を点検
↑大沢一彦会長より目録を受け取る町長
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 これぞタフマラソン！
— 10月１日　ニュー・グリーンピア津南 —

 紅葉間近、晴天のなかをあるく
— 10月９日　町民あるけあるけ大会 —

 たすきをつなぐ駅伝大会
— 10月８日　新潟日報杯争奪駅伝大会 —

 思いやる気持ちを大切に
— ９月26日　上郷小学校 —

　昨年までは「津南町ネイチャーラン」、今年は「津南町
タフマラソン」に名前を変え、第 4 回目を迎えたマラソン
イベント。当日は県内外から約 140 名が参加し、ニュー・
グリーンピア津南周辺をフル、ハーフ、ショートの３つの
マラソンを走り抜きました。タフマラソンだけにコースは
坂道が多く、とても過酷。走り切った参加者は達成感にひ
たりました。

　青空が広がり、空気の澄んだ天候のなかスタートした町
民あるけあるけ大会。見玉公園からニュー・グリーンピア
津南までの10㎞あまりをハイキング。上を見上げれば始ま
りだした紅葉、下を見ればきのこや木の実など秋を感じる
ものにあふれていました。

　昨年は雨天開催となった駅伝大会は、今年は晴天開催と
なりました。沿道には多くのかたが旗を振り、たくさんの声
援に選手は力走を見せました。
○小学生の部　１位　中津Aチーム
○一般の部　　１位　笹沢Aチーム

　いじめや差別を無くそうと始まった人権キャラバンが上
郷小学校へやってきました。写真中央にある「人権ハート」
は、いじめや差別によりバラバラになったハートのかけら
を各小学校から回収し、元に戻すというものです。上郷小
学校はハートのかけらに「尊重しよう、人の心、人の命」
と書き、ハートをひとつ埋めました。
　このキャラバンは 10 月から 11 月の 8 日間で県内の 13
か所を訪れ、すべてを埋めます。

↑一斉にスタートを切ったフルマラソン参加者

↑見玉の石落しと町並みを一緒に記念撮影

↑中学生から社会人までが 1 位を争う一般の部

↑たすきをつなごうと残り 100m を全力で争う

↑人権キャラクターのまもる君とあゆみちゃんと記念撮影



メッセージが流れたら

弾道ミサイル落下時の
行動について

首相官邸
ホームページ

Twitterアカウント 
首相官邸災害・危機管理情報

@Kantei_Saigaiwww.kantei.go.jp/

❶速やかな避難行動
❷正確かつ迅速な情報収集

国民保護ポータルサイト

行政からの指示に従って、落ち着いて行動してください。

http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/
hogo_manual.html

武力攻撃やテロなどから身を守るために

ミサイル落下時には、こちらから政府の対応状況をご覧になれます

事前に確認しておきましょう。

物陰に身を隠すか、 
地面に伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、 
窓のない部屋に移動する。

屋外に 
いる場合

建物が 
ない場合

屋内に 
いる場合

落ち着いて、直ちに行動してください。

近くに 
ミサイル 
落下！

●屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から 
直ちに離れ、密閉性の高い屋内または風上へ避難する。

●屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをし
て室内を密閉する。

Jアラート  (例) 直ちに避難。直ちに避難。直ちに建物の
中、又は地下に避難して下さい。ミサイルが落下する可能
性があります。直ちに避難して下さい。

近くの建物の中か
地下に避難。
（注）できれば頑丈な建物が望ましいものの、近くになければ、

それ以外の建物でも構いません。

弾道ミサイルは、極めて短時間で日本に飛来することが予想されるた
め、国では「全国瞬時警報システム（Jアラート）」によってミサイ
ル発射情報などの緊急情報を注意が必要な地域に伝達します。
津南町では、Jアラートによる情報伝達があったときは、防災行政無
線で緊急情報のメッセージを流すほか、携帯電話に緊急速報メールで
緊急情報が配信されます。
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くらしの防災情報大雨警報や通行止めなどの情報が受け取れます
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「津南町防災メール」に登録しましょう!!

大雨警報や通行止めなどの情報が受け取れます

　携帯電話などに防災情報などがメールで届く、津南町防災メールの
サービスを提供しています。携帯電話をお持ちのかたはぜひ登録いた
だき、非常時の情報入手手段として活用ください。

①防災・気象情報 地震（震度３以上）、台風、大雨
	 大雪に関する情報（警報以上）、避難情報
②火 災 情 報 火災が発生、鎮火した際の火災情報
③防 犯 情 報 不審者情報
④生活関連情報 道路情報、クマなどの目撃情報

携帯電話・スマートフォンなどに右の QR コードを読み込むかメールアドレスを直接入力し
て、空メール（何も入力しないメール）を送ってください。登録用メールが返信されますので、
指示に従って登録をしてください。

●メールアドレス　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

■お問い合わせ：総務課総務班　℡765-3112　※携帯電話の操作方法については、電話会社にお問い合わせください。

［発信する情報］

［登録方法］

二次元コード

空メールを送ると、メールが送
られてくるので※、指示に従い、
サイトに接続してください。
次に利用規約を確認する画面に
移ります。全て確認し、利用規
約最下部にある同意ボタンを押
してください。

登録確認のメールが送られてき
たら、登録完了です。

登録されるメールアドレスと受
信希望情報が表示されます。火
災の情報提供が必要なかたは、

「火災情報」をチェックしてから
確認ボタンを押してください。
次に登録確認の画面に移ります
ので、確認し登録ボタンを押し
てください。

①空
から

メールを送る ③確認メールを受け取り登録完了!!②登録情報を確認

◇ 受信メール ◇

----END----

Date

From

Sub

2011/00/00

■登録方法

次のURLを選択してください

https://portai1.mail-mag.net/t

sunan/regist/regist.php?addr=9

4effd6c4bd1c7bb82f5dc26f312846

a

info-tsunan@mail-mag.net

［登録について］

◇ 受信メール ◇

----END----

Date

From

Sub

2011/00/00

メール配信サービスの登録が完了し

ました。

___

※登録変更は↓に空メールを送って

ください

※登録解除は↓に空メールを送って

ください

mod-tsunan@tsunan.mail-mag.net

out-tsunan@tsunan.mail-mag.net

info-tsunan@mail-mag.net

登録完了

■メールアドレス

tsunan.000_2011@docodemo.ne.jp

■受信希望情報

　■防災情報

　■防犯情報

　■気象情報

　□火災情報

　■生活関連情報

登録画面

確認

火災情報が
必要な方は
チェック

空メールを送っても、登録用のメールが送られてこない場合は、使われている携帯電話等の迷惑メールの設定を変更して
ください。迷惑メールの設定の変更方法は、携帯電話会社にお問い合わせください。

［迷惑メール設定の許可するアドレスは info-tsunan@mail-mag.net です。］
※過去の配信履歴をパソコンや携帯電話でインターネットを通じて閲覧できます。http://www.tsunan-b.jp

※
重
要
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こ
ん
に
ち
は
！
三
箇
地
区
の
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岡
で
す
。
夏

の
終
わ
り
に
視
察
も
兼
ね
て
四
国
の
中
山
間
地

域
を
旅
し
て
き
ま
し
た
。
雄
大
な
吉
野
川
や
白

い
靄
が
か
か
る
神
秘
的
な
渓
谷
、
人
の
手
で
紡

が
れ
た
棚
田
の
景
色
や
文
化
な
ど
、
と
て
も
魅

力
的
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
と
同
時
に
旅
の
最
中
、

常
に
頭
の
片
隅
に
浮
か
ん
で
い
た
の
は
津
南
の

景
色
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
だ

ろ
う
？
と
疑
問
に
思
い
な
が
ら
、
飛
行
機
や
電

車
を
乗
り
継
ぎ
、
や
っ
と
津
南
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で
帰
っ
て
く

る
と
、
目
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前
に
は
う
っ
す
ら
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色
味
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か
っ

て
き
た
田
ん
ぼ
の
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
体
の
中
に
湧
き
上
が
っ
て
き
た

の
は
、
た
だ
「
景
色
」
と
し
て
美
し
い
と
い
う

感
動
で
は
な
く
、
も
っ
と
親
し
み
の
あ
る
、
泥

臭
い
よ
う
な
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も
入
り
混
じ
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た
も
の
だ
っ

た
な
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と
思
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ま
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。
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し
て
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そ
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い
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ほ
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や
っ
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ぁ
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思
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た
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で
す
。
こ
の
ふ
た
つ
の
風
景
の
違
い

を
、私
は
「
誰
か
の
顔
が
浮
か
ぶ
か
」
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
の
景
色
に
こ
ん
な
に
感
動

す
る
の
は
「
こ
の
田
ん
ぼ
は
○
○
の
父
ち
ゃ
ん

が
作
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、

「
日
本
の
農
村
の
景
色
」
と
し
て
象
徴
的
な
景

色
は
「
こ
の
集
落
の
ひ
と
た
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整
備
を
し
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維
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し
て
い
る
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だ
」
と
わ
か
る
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。
だ

か
ら
愛
お
し
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景
に
な
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の
で
す
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そ
し
て
、
景
色
の
裏
側
に
あ
る
ひ
と
の
営
み

は
、
た
っ
た
１
回
の
滞
在
や
１
年
住
ん
だ
く
ら

い
で
は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
私
が
い
ま
３
年

住
ん
で
み
て
、
や
っ
と
少
し
見
え
て
き
た
こ

と
だ
か
ら
で
す
。「
き
れ
い
な
景
色
」
は
ど
こ

で
も
見
ら
れ
る
し
、
一
度
は
行
っ
て
み
た
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
で
す
が
、
も
う
一
度
行
き
た
い
、

何
度
も
行
き
た
い
、
さ
ら
に
は
住
み
た
い
と
思

う
景
色
の
中
に
は
必
ず
誰
か
の
顔
が
浮
か
ぶ
の

だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

イベント告知!!

三箇を明るく住みよい地域にする会（三箇明住会）では、今年も三箇小学校に集まってワイワイ楽
しく過ごすイベントを行います。第一部では、つなん合唱隊の皆さんの素敵な歌声ときれいなハー
モニーをお楽しみください。第二部では、トン汁やおでん、フランクフルトなどのごちそうと、お
酒やジュースなどの飲み物もご用意します！ご家族みんなでお越しください！

日　時　　11 月３日㈮　文化の日
　　　　　12 時 30 分～ 13 時 10 分　第一部
　　　　　13 時 10 分～ 15 時 30 分　第二部

参加費　　おとな１人 500 円（※高校生以下は無料）
　　　　　ワンコインで食べ放題・飲み放題です！

三 収 感 祭箇 穫 謝
開催します



A
nnuity corner

年
金
コ
ー

    

ナ
ー

19 広報 平成29年10月号

「
お
名
前
を
ど
う
ぞ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

総
看
護
師
長
　
風
巻
　
真
理
子

同
姓
や
似
た
名
前
の
か
た
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

病
院
で
は
「
〇
〇
さ
ん
」
と
呼
び
か
け
、
患
者

さ
ん
が
「
ハ
イ
」
と
返
事
を
す
る
方
法
で
患
者
さ

ん
の
確
認
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん
の
取

り
違
え
を
防
ぐ
た
め
に
、「
医
療
者
が
患
者
さ
ん

に
フ
ル
ネ
ー
ム
を
た
ず
ね
、
患
者
さ
ん
に
ご
自
分

で
フ
ル
ネ
ー
ム
を
言
っ
て
い
た
だ
き
患
者
さ
ん
の

確
認
を
す
る
」
こ
と
が
一
番
確
か
で
す
。

万
が
一
、
間
違
い
が
起
き
た
と
き
に
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
の
で
、

ご
本
人
に
フ
ル
ネ
ー
ム
を
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
、「
医
療
安
全
全
国
共
同
行
動
で
の
目

標
８　

患
者
・
市
民
の
医
療
参
加
」
で
も
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
「
患

者
さ
ん
の
命
を
守
る
」
意
味
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
患
者
さ
ん
が
フ
ル
ネ
ー
ム
を
言
え
な
い
場
合

は
、
ご
家
族
や
病
院
に
付
き
添
っ
た
方
に
お
願
い

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。）

国
民
年
金
保
険
料
は
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を

納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得

か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

29
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の

年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様

等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保

険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

な
お
、
平
成
29
年
中
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き

に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の

証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。（
平
成
29
年
10
月
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は

じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に

送
ら
れ
ま
す
。）

国
民
年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん

不
慮
の
事
故
な
ど
万
が
一
の
と
き
も

心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ

ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
２

・
税
務
町
民
課　

町
民
班

	

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

病
院
歳
時
記

＜実施された行事＞
〔９月〕
	 25日	 町商工会との懇談会（産業建設常任委員会）
	26日～27日	 新潟県町村議会議長会議（弥彦村）
	 27日	 十日町地域広域事務組合議会
〔10月〕
	 2日	 国道405号道路改良促進懇談会（群馬県）
	 4日	 全員協議会
	 4日	 議会運営委員会
	 4日	 第３回臨時会
	 12日	 建策要望事項検証会（産業建設常任委員会）
	 12日	 津南町建築協議会との懇談会（産業建設常任委員会）
	 17日	 建策要望事項検証会（総文福祉常任委員会）
	 18日	 全議員研修会（新潟市）

議会コーナー
　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）
	5700日	藤ノ木キミ（堂平）
	5300日	中村チエ子（堂平）　
	3000日	涌井れい子（十二ノ木）　
	1700日	大倉　進（小下里）　
	1500日	大倉マツ（小下里）　
	1200日	石橋俊治（割野）　
	1000日	髙橋昭子（船山）　
	700日	保坂良雄（大井平）　
	600日	大倉眞治（小下里）、藤ノ木サチ（秋成）
	400日	中沢信一（見玉）、中沢京子（見玉）、櫻澤清子（船山新田）　
	 200日	鈴木キノ（大割野）　
	 100日	石橋靖也（割野）、桑原トミ（貝坂）
主な運動　ウォーキング、テレビ体操、ラジオ体操、健骨体操など

健康体力づくり100日運動
＜今後予定されている行事＞
〔10月〕
	19,20,23,24日
	 	 住民・議会懇談会
〔11月〕
	 2日	 県町村自治に関する研修会（新潟市）
	 2日	 町村長と町村議長との意見交換会（新潟市）
	 7日	 全員協議会
	 12日	 狭山大茶会
	 15日	 平成30年度建策要望申入れ
	 20日	 地方自治法施行70周年記念式典（東京都）
	 21日	 新潟県町村議会議長会実行運動（東京都）
	 22日	 町村議会議長全国大会（東京都）

「
社
会
保
険
料(

国
民
年

金
保
険
料)

控
除
証
明

書
」が
発
行
さ
れ
ま
す
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　住み慣れた地域で自分らしい生活を
続けるには、在宅医療と介護・福祉の
連携による支援がかかせません。
　在宅医療や介護連携その先にある必ず
訪れる看取りについてご自分やご家族の
こととして一緒に考えてみませんか。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

■
在
宅
医
療
っ
て
？

　

病
気
や
障
害
な
ど
の
理
由
で
、通
院
が
困
難

と
な
っ
た
か
た
が
、住
み
慣
れ
た
自
宅
な
ど
で
、

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、医
療
の
面
か
ら
、在

宅
生
活
を
支
え
る
も
の
で
す
。

■
津
南
町
の
う
ご
き
は
？

　

平
成
28
年
度
か
ら
津
南
病
院
で
訪
問
診
療
体

制
の
充
実
と
、津
南
町
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
に
よ
り
、在
宅
で
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
て
い
る
町
民
の
か
た
も
増
え
て
き

ま
し
た
。　
　

　

津
南
町
で
の
在
宅
医
療
も
少
し
ず
つ
広
が
り

始
め
、こ
れ
ま
で
以
上
に
身
近
な
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す

知
っ
て
お
こ
う
！
在
宅
医
療

　
～
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

　
　
　
　
　
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～

こんにちは

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症
見守りキャラクター

にんこっこ

■
実
際
に
訪
問
看
護
を
利
用
し
て
い
る
人
の

　

声
が
聞
き
た
い
！

（
80
代　

女
性
）

　

６
月
に
退
院
し
て
か
ら
、
週
１
回
、
看
護
師

さ
ん
に
家
へ
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

血
圧
や
体
重
、
脈
を
測
っ
て
も
ら
っ
た
あ
と

に
、
一
週
間
分
の
薬
を
、
薬
の
ケ
ー
ス
へ
仕
分

け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

退
院
し
た
ば
か
り
の
頃
、
足
が
む
く
ん
で
不

安
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
看
護
師
さ
ん

が
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
へ
連
絡
を
と
っ
て
く
れ

て
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

今
で
は
、家
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、飼
っ
て
い

る
イ
ン
コ
の
お
世
話
や
、体
の
調
子
が
い
い
日

は
草
取
り
が
で
き
る
ま
で
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
家
が
一
番
で
す
。
家
に
は
離
れ
て

暮
ら
す
家
族
や
、
近
所
の
人
も
よ
く
来
て
く
れ

て
、
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

イ
ン
コ
と
仲
良
く
、
元
気
に
こ
の
家
で
暮
ら
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成29年度
津南町在宅医療・介護連携推進事業

在宅医療講演会
■日時　平成29年11月 11日㈯
　　　　午後２時～４時
■会場　津南町文化センターホール
■講師　ふじ内科クリニック院長
　　　　内藤　いづみ　氏
■講演テーマ
　　　　「よい医者、よい患者、よい老後」　
　　　　～後悔のない看取りを目指して～　　　　
■入場料無料
■申込不要で、どなたでも参加できます。当日

会場へ、直接お越しください。
　在宅医療について知ることができる、貴重な

機会です。お誘いあわせのうえ、ぜひ足をお
運びください。
■在宅医療講演会のお問い合わせ先
　福祉保健課　保険班
　　電話 765―3114
　または地域包括支援センター
　　電話 765―5455

「よい医者、よい患者、よい老後」　
～後悔のない看取りを目指して～　

（ふじ内科クリニック院長）

講 師 内藤いづみ 氏

略　　歴／福島県立医大卒業後、三井記念病院
　　　　　東京女子医大内科等勤務。
　　　　　ホスピス・在宅ケア研究会やまなし代表
　　　　　（公財）山梨県青少年協会理事長
　　　　　ふじ内科クリニック院長、大正大学客員教授
著　　書／しあわせの 13粒・最高に幸せな生き方と死の迎え方
　　　　　改訂版 あした野原に出てみよう・「いのち」を見つめる２人旅　他多数
出　　演／NHK教育テレビ「命の声が聴こえますか」
　　　　　山梨放送 「永六輔『生きる』」共演　他多数
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太
る
行
動
、痩
せ
る
行
動

　

最
近
、昨
年
度
か
ら
特
定
保
健
指
導
を
実
施

し
た
か
た
に
、半
年
間
の
振
り
返
り（
評
価
）を
行

い
ま
し
た
。す
る
と
、「
玉
ね
ぎ
を
た
く
さ
ん
食
べ

た
り
、お
酢
を
使
う
よ
う
に
し
た
」「
筋
ト
レ
を
１

日
50
回
す
る
よ
う
に
し
た
」な
ど
、そ
の
人
な
り

の
方
法
で
取
り
組
ん
で
お
り
、体
重
や
中
性
脂
肪

値
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、普
段
の
生
活
の
中
で
太
る
行

動
、痩
せ
る
行
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

★
太
る
行
動
①

　

食
事
は
少
な
く
て
も
間
食
や

　

飲
み
物
を
摂
っ
て
い
る

　

食
事
に
気
を
付
け
て
い
て
も
、菓
子
パ
ン
や
お

や
つ
、コ
ー
ヒ
ー
や
コ
ー
ラ
な
ど
で
カ
ロ
リ
ー
を

摂
取
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＊
メ
ロ
ン
パ
ン（
１
個
）：
約
４
０
０
㎉

＊
コ
ー
ラ（
５
０
０
㎖
）：
約
２
３
０
㎉

⬇
そ
ん
な
あ
な
た
は
…

☆
痩
せ
る
行
動
①

　

１
週
間
、食
事
記
録
を
つ
け
て
み
る

　

食
べ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、量
や
時
間
も
記

録
し
て
み
ま
し
ょ
う
。ま
た
、な
ぜ
そ
の
食
品
を

食
べ
て
し
ま
っ
た
の
か
理
由
も
書
く
こ
と
で
食

事
傾
向
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
太
る
行
動
②

　

食
後
は
す
ぐ
眠
く
な
っ
て
寝
て
し
ま
う

　

食
後
は
眠
気
が
襲
っ
て
き
て
、つ
い
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て
し
ま
い
ま
す
が
、す
ぐ
に
寝
て
し
ま
う
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
分
解
が
進
ま
ず
、太
る
原
因
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

⬇
そ
ん
な
あ
な
た
は
…

☆
痩
せ
る
行
動
②

　

食
後
20
～
30
分
に
15
分
ほ
ど
の
軽
い
運
動
を

　

血
糖
値
が
上
昇
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
運
動
を

す
る
こ
と
で
、血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
足
踏
み
な
ど
が
良
い
で
す
が
、運

動
で
き
な
い
と
い
う
人
は
、家
事
を
行
う
こ
と
で

も
積
み
重
ね
で
脂
肪
燃
焼
に
つ
な
が
り
ま
す
。

＊
皿
洗
い
と
片
づ
け（
10
分
）：
約
30
㎉
消
費

＊
掃
除
機
を
か
け
る（
５
分
）：
約
16
㎉
消
費

　

す
ぐ
に
効
果
が
現
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、継
続
す
る
こ
と
で
い
つ
か
自
分
に
返
っ
て

き
ま
す
。日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
を
変
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
奮
闘
中

正
面
　
樋
口
　
笑
子
さ
ん

　

５
歳
、３
歳
、８
ヶ
月
の
３
人

の
子
の
母
で
す
。そ
し
て
、母
に

な
っ
て
５
年
に
な
り
ま
し
た
。

周
り
か
ら
は
、「
３
人
の
マ
マ
だ

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ね
。」な
ん
て
言

わ
れ
ま
す
が
と
ん
で
も
な
い
！

正
解
が
一
つ
で
は
な
い
子
育
て
、

悩
み
は
つ
き
ま
せ
ん
。

３
人
の
子
ど
も
達
は
、

三
人
三
様
…

　

５
歳
の
長
男
は
、来
年
小
学
校
へ
入
学
し

ま
す
。小
学
校
に
入
る
ま
で
に
、身
に
つ
け
て

ほ
し
い
こ
と
な
ど
考
え
る
と
つ
い
口
う
る
さ

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

３
歳
の
次
男
は
３
番
目
の
長
女
が
産
ま
れ

て
赤
ち
ゃ
ん
返
り
を
し
て
い
て
、今
ま
で
平

気
で
遊
ん
で
い
た
の
に
、長
女
が
泣
き
出
す

と
次
男
も「
だ
っ
こ
ー
」と
大
泣
き
を
し
ま
す
。

「
自
分
を
見
て
！
」の
ア
ピ
ー
ル
で
ご
近
所
中

に
聞
こ
え
る
く
ら
い
の
大
声
で
泣
き
ま
す
。

分
か
っ
て
い
て
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
い
悩

ん
で
い
る
と
、「
マ
マ
は
偉
い
ね
。毎
日
ぼ
く

達
の
ご
飯
を
作
っ
た
り
、お
洗
濯
し
て
く
れ

て
あ
り
が
た
い
な
。」と
の
一
言
…
。「
あ
り
が

と
う
」と
伝
え
る
と
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て

い
ま
し
た
が
、私
は
素
直
に
嬉
し
く
て
救
わ

れ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
次
男
も
く
す
ぐ
り
っ
こ
を
し
た
り
、

保
育
園
ま
で
の
道
を
手
を
つ
な
い
で
歩
い
て

話
し
を
し
て
行
く
だ
け
で
、泣
か
ず
に
行
け

ま
し
た
。

　

長
女
は
、３
番
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、私

も
余
裕
が
あ
り
、お
兄
ち
ゃ
ん
達
か
ら
も
か

わ
い
が
ら
れ
、家
族
み
ん
な
か
ら
の
愛
情
を

受
け
、笑
顔
で
日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。

３
人
の
子
ど
も
達
は
、

大
切
な
宝
物
…

　

母
親
５
年
生
の
私
は
、子
ど
も
達
と
共
に

成
長
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。最
近
テ
レ
ビ

で「
こ
の
マ
マ
に
き
ー
め
た
」と
い
う
絵
本
を

見
ま
し
た
。子
ど
も
は
、マ
マ
を
喜
ば
せ
る
た

め
に
自
分
で
マ
マ
を
選
ん
で
産
ま
れ
て
き
た

と
い
う
内
容
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い

で
す
が
、好
き
な
裁
縫
を
し
た
り
、マ
マ
友
と

愚
痴
を
言
っ
た
り
し
な
が
ら
、私
を
選
ん
で

く
れ
た
大
切
な
宝
物
の
３
人
に
愛
情
を
注
い

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子育て支援センター「つなっぺ」で…♡♡♡

宝物　夢笑ちゃんと…♡♡♡

はーい

でーす

保健師

今月は
清水清蘭

保健師

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト



1 0 月の新着図書（一部掲載）
【大人の本】
●『マスカレード・ナイト』	…… 東野	圭吾／著　集英社
●『ホワイトラビット』	……… 伊坂	幸太郎／著　新潮社
●『星ちりばめたる旗』	… 小手鞠	るい／著　ポプラ社
●『フェルメールの街』
　………………………………… 櫻部	由美子／著　角川春樹事務所
●『乗りかかった船』	………………… 瀧羽	麻子／著　光文社
●『翻弄』	…………………………… 上田	秀人／著　中央公論新社	
●『草笛物語』	……………………………………… 葉室	麟／著　祥伝社
●『風神雷神　雷の章』	………………… 柳	広司／著　講談社
【子どもの本】
●『くろくんとちいさいしろくん』
　………………………………………………… なかや	みわ／さく　童心社
●『モノレールのたび』
　……………………………………… みねお	みつ／さく　福音館書店	
●『ぞろりぞろりとやさいがね』
　…………………………………………… ひろかわ	さえこ／作　偕成社
●『もしきみが月だったら』
　…………ローラ・パーディ・サラス／文　光村教育図書
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浜島 代志子／著　すばる舎

『１日７分の絵本で子どもの頭はみるみる良くなる！』

 ６歳までは脳がグングン成長する黄金期。絵本の読み聞
かせで、子どもの脳と心を育てましょう。読み聞かせの
コツや、子どもの頭が良くなる絵本 210 冊が紹介され
ています。

・
・
・
読
書
週
間
の
は
じ
ま
り
・
・
・

　

終
戦
２
年
後
の
昭
和
22
年
、ま
だ
戦
火

の
傷
痕
が
至
る
と
こ
ろ
に
残
っ
て
い
る
と

き
、「
読
書
の
力
に
よ
っ
て
、平
和
な
文
化

国
家
を
創
ろ
う
」と
、出
版
社
や
取
次
会
社
、

書
店
と
公
共
図
書
館
が
力
を
合
わ
せ
、マ

ス
コ
ミ
機
関
の
協
力
の
も
と
、11
月
17
日

か
ら
23
日
ま
で
第
１
回『
読
書
週
間
』が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
11
月
16
日
か
ら

１
週
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
る
ア
メ
リ
カ

の「
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
ブ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ー
ク
」

に
な
ら
っ
た
も
の
で
す
が
、そ
の
時
の
反

響
は
す
ば
ら
し
く
、翌
年
の
第
２
回
か
ら

は
期
間
も
10
月
27
日
～
11
月
９
日（
文
化

の
日
を
中
心
に
し
た
２
週
間
）と
定
め
ら

れ
、運
動
は
全
国
に
拡
が
っ
て
い
き
、現
在

ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、み
な
さ
ん
は
読
書
週
間
の

マ
ー
ク
に「
ふ
く
ろ
う
」が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？
そ
の
昔
、ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
世
界
で「
ふ
く
ろ
う
」は
、学

問
・
技
芸
・
知
恵
を
司
る
美
貌
の
女
神
ア
テ

ナ
の
使
者
で
あ
り
、ま
た
、代
表
的
な
文
化

の
中
心
地
ア
テ
ネ
の
聖
鳥
で
も
あ
り
ま
し

た
。古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
は
、賢
そ
う
な

丸
い
目
に
大
き
な
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
、す

ま
し
顔
の「
ふ
く
ろ
う
」を
知
恵
の
象
徴
と

し
て
大
切
に
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

森
の
奥
深
く
、静
か
に
瞑
想
に
ふ
け
る

こ
の「
ふ
く
ろ
う
」の
姿
こ
そ
、読
書
週
間

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
考
え
、長
年
、こ
の
イ
ラ
ス
ト

が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

・
・
・
講
演
会
の
お
知
ら
せ
・
・
・

　
「
お
は
な
し
お
か
あ
さ
ん
」は
今
年
で
30

周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
の
間
、読
み
聞
か
せ

を
通
じ
て
、乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

肩の力をゆる～くぬいて。

−根津　友美さんから

　

タ
イ
ト
ル
だ
け
を
見
る
と
、
一
見
、「
お

堅
い
文
字
ば
か
り
の
む
ず
か
し
そ
う
な

本
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

実
は
こ
の
本
は
、
マ
ン
ガ
、
で
す
。

　

元
々
は
中
国
の
古
典
文
学
、
と
呼
ば
れ

る
本
、
の
様
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
「
ゆ
る

～
い
マ
ン
ガ
」
だ
れ
で
も
気
楽
に
読
め
て

し
ま
う
。

　

家
の
嫁
さ
ん
の
「
嫁
入
り
道
具
」
と
し

て
全
巻
我
が
家
に
や
っ
て
来
て
早
12
年
、

読
ん
だ
の
は
つ
い
最
近
、
笑
い
が
あ
っ
て
、

シ
リ
ア
ス
な
所
が
あ
っ
て
、
ど
ん
で
ん
返

し
が
あ
っ
て
…
つ
い
つ
い
色
々
な
所
で
読

ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

風
呂
場
で
、
居
間
で
、
玄
関
で
、
ト
イ

レ
で
、
文
字
で
な
く
、
絵
で
頭
に
入
っ
て

来
る
物
語
り
は
、
気
分
転
換
に
と
て
も
良

い
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
良
く
分
か
ら
な
い
所
は
、
妻

に
聞
く
と
、
長
年
フ
ァ
ン
で
あ
る
妻
は
と

て
も
こ
ま
か
く
説
明
を
始
め
ま
す
。
あ
ま

り
に
も
長
く
説
明
し
て
く
れ
る
の
で
、
最

紹介する本

根
ね

津
つ

　寿
と し ゆ き

之さん （秋成）

広
い
年
齢
層
の
方
々
と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、こ
れ
ま
で
支
え
て
頂
き
ま
し

た
多
く
の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、絵
本
作
家
の
読
み
聞
か
せ
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。　

　

是
非
、こ
の
機
会
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
24
日
㈫
午
前
９
時
50
分
～

■
場
所　

津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
ル
）

■
対
象　

読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
か
た

■
入
場
料　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　

津
南
町
公
民
館
図
書
室

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

・
・
・
図
書
室
の
開
館
時
間
・
休
館
日
・
・
・

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

10
月
30
日
㈪
、11
月
27
日
㈪

藤崎　竜／著　　集英社

封神演義

広報ライブラリー
今月の１冊

10月 −神
か ん

無
な

月
づ き

−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

初
の
３
分
だ
け
聞
い
て
、
後
は
右
か
ら
左

へ
と
流
し
て
い
る
の
は
、
こ
こ
だ
け
の
話

し
で
す
が
。

　

マ
ン
ガ
で
あ
る
為
か
、
小
５
の
娘
も
読

ん
で
い
る
様
子
、「
勉
強
し
ろ
！
」
と
言

い
た
い
所
で
す
が
、
こ
の
姿
は
何
十
年
前

の
自
分
と
ダ
ブ
り
、
あ
ま
り
強
く
言
え
ず
、

つ
い
つ
い
黙
認
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
本
の
内
容
で
家
族
の
会
話
も
、
少

し
増
え
た
様
な
気
も
し
ま
す
。
ほ
ぼ
、
妻

に
よ
る
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
会
話
で
も
あ

り
、
な
か
な
か
口
を
は
さ
め
ま
せ
ん
が
…

(

汗)

　

妻
曰
く
、「
マ
ン
ガ
と
原
作
は
ま
っ
た

く
違
う
」
だ
そ
う
で
、
ゴ
リ
ゴ
リ
の
文
学

作
品
が
ニ
ガ
テ
な
自
分
は
、い
つ
「
読
め
」

と
命
令
が
下
る
か
、
と
若
干
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
、
今
日
も
マ
ン
ガ
を
読
む
の
で
す
。

　

ふ
っ
、
と
肩
の
力
を
ぬ
い
て
、
少
し
の

時
間
楽
し
む
な
ら
、
マ
ン
ガ
も
悪
く
な
い

な
、
―
そ
う
思
い
な
が
ら
今
日
も
「
魔
女

達
（
妻
と
娘
）
の
会
話
」
を
コ
ー
ヒ
ー
を

す
す
り
な
が
ら
小
さ
く
な
っ
て
聞
い
て
い

ま
す
。

　

早
く
１
才
の
息
子
が
大
き
く
な
っ
て
自

分
の
仲
間
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
様
に
。

　

次
は
桑
原
文
子
さ
ん
で
す
！

短 歌

俳 句

砂
丘

露ろ

天て
ん

風ぶ

呂ろ

に
眺な
が

む
る
空そ
ら

に
三み
か
づ
き

日
月
の

　
　

光か
げ

冴さ

え
わ
た
る
秋あ
き

の
夕ゆ
う

暮ぐ

れ	

石
橋
寿
子

米こ
め

の
字じ

を
八は
ち

十じ
ゅ
う

八は
ち

と
書か

く
理わ

け由
を

　
　

わ
れ
流な
が

す
汗あ
せ

と
と
も
に
知し

り
た
り	

山
本
光
一

澄す

み
渡わ
た

る
空そ
ら

に
明さ
や

け
く
昇の
ぼ

り
た
る

　
　

今こ
よ
い宵

の
月つ
き

は
白し
ろ

く
輝
か
が
や

く	

津
端
恵
子

実み
の

る
田た

の
上う
え

に
数す
う

羽わ

の
紋も
ん

黄き

蝶ち
ょ
う

　
　

秋あ
き

の
光
ひ
か
り

を
乱み
だ

し
て
飛と

べ
り	

貝
沢
圭
子

そ
の
う
ち
と
思お
も

い
つ
つ
時と
き

は
い
つ
か
過す

ぐ

　
　

成な

さ
ざ
る
事こ
と

は
成な

さ
ざ
る
ま
ま
に	

関
谷
郁
子

腹は
ら

の
底そ
こ

か
ら
唸う
な

り
鳴な

く
蝉せ
み

の
声こ
え

　
　

み
ん
み
ん
短
み
じ
か

き
命
い
の
ち

燃も

や
し
て	
恩
田
久
美
子

海う
み

に
潜も
ぐ

り
手て

の
平ひ
ら

サ
イ
ズ
の
鮑
あ
わ
び

採と

り
し

　
　

夫つ
ま

は
浜は
ま

辺べ

の
子こ

ら
に
見み

せ
お
り	

丸
山
直
子

月げ
っ

光こ
う

に
生い

か
さ
れ
て
ゐい

る
か
の
や
う
に

　
　

ひ
か
り
ゐい

る
シ
ン
カ
イ
ウ
リ
ク
ラ
ゲ
（
山
形
水
族
館
）	

小
野
寺
恒
代

石い
し

垣が
き

を
覆お
お

ひ
隠か
く

せ
る
萩は
ぎ

の
花は
な

　
　

微か
す

か
に
匂に
お

ふ
夕ゆ
う

暮ぐ

れ
の
時と
き

を	

高
橋
春
枝

満ま
ん

開か
い

と
な
る
桐き
り

の
花は
な

見み

つ
つ
憶お
も

ふ

　
　

実は

母は

逝い

き
し
よ
り
三み
そ
と
せ

十
年
過す

ぎ
ぬ	

内
山
キ
ク

梟ふ
く
ろ
うの

子こ

ど
も
が
網あ
み

に
か
か
り
し
と

　
　

ス
マ
ホ
で
見み

せ
て
く
る
る
友と
も

を
り	

麻
績
初
恵

申も
う

し
訳わ
け

な
く
小ち
い

さ
な
声こ
え

に
夫つ
ま

呼よ

べ
ば

　
　

必
か
な
ら

ず
起お

き
出だ

し
抱だ

き
起お

こ
し
く
る	

滝
沢
勝
枝

「
も
う
秋あ
き

ね
」
と
さ
さ
や
き
合あ

ふ
ご
と
コ
ス
モ
ス
が

　
　

晩ば
ん

秋し
ゅ
うの

風か
ぜ

に
ゆ
れ
う
ご
い
て
ゐい

る	

風
巻
京
子

杉す
ぎ

木こ

立だ
ち

の
薄う
す

墨ず
み

色い
ろ

に
沈し
づ

む
な
か

　
　

つ
く
つ
く
ぼ
ふ
し
の
秋あ
き

を
呼よ

ぶ
声こ
え	

鈴
木
綾
子

秋あ
き

の
夜よ

の
暗く
ら

き
グ
ラ
ン
ド
に
わ
れ
ら
三み
た
り人

　
　

人じ
ん

工こ
う

衛え
い

星せ
い

を
見み

む
と
立た

ち
を
り	

萩
原
光
之

長
生
学
園

盆ぼ
ん

過す

ぎ
て
夏な
つ

と
は
思お
も

え
ぬ
涼す
ず

し
さ
に

　
　

稲い
ね

に
影え
い

響き
ょ
うな

か
れ
と
願ね
が

う	

富
沢
キ
ミ

雨あ
ま

空ぞ
ら

に
十
五
夜や

の
月つ
き

あ
き
ら
め
て

　
　

十い
ざ
よ
ひ

六
夜
の
月つ
き

に
今こ

宵よ
ひ

親し
た

し
む	

島
田
眞
之

個
人

六
時
間
手
術
に
か
か
り
入
院
す

　
　

一
か
月
に
て
退
院
嬉
し	

清
水
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

星ほ
し

月づ
く

夜よ

下し
た

に
四よ
ん

戸こ

の
村む
ら

眠ね
む

る	

芳　

司

は
る
ば
る
と
来き

て
座ざ

禅ぜ
ん

組く

む
夏か

期き

講こ
う

座ざ	

れ
い
子

夏な
つ

終お
わ

る
戦せ
ん

争そ
う

の
文も

字じ

消き

え
ぬ
ま
ま	

千
年
雄

我わ

が
命
い
の
ち

も
て
余あ
ま

し
つ
つ
秋あ
き

扇お
う
ぎ	

冬
詩
子

草く
さ

刈か
り

機き

唸う
な

り
て
人ひ
と

を
寄よ

せ
つ
け
ず	

房　

良

鷺さ
ぎ

草そ
う

の
今い
ま

に
も
飛と

び
立た

つ
か
ま
へ
あ
り	

貞　

音お
と

も
な
し
祭
ま
つ
り

終を

へ
た
る
村む
ら

社や
し
ろ	

壽　

子

土つ
ち

の
中な
か

手て

に
太ふ
と

ぶ
と
の
薩さ
つ

摩ま

芋い
も	

渡　

舟

リ
ハ
ビ
リ
や
栗く
り

あ
ま
た
笑え

む
社
や
し
ろ

み
ち	

東　

川

散さ
ん

策さ
く

に
沿そ

ひ
ゆ
く
川か
わ

の
水み
づ

澄す

め
り	

妙　

奥お
く

津つ

城き

に
供く

花げ

の
萎し
を

れ
て
秋あ
き

の
風か
ぜ	

美　

恵

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り



いきいき
大好き
津南町
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◎
健
診
結
果
の
こ
こ
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
！

　

健
診
結
果
が
届
い
た
ら
次
の
事
に
気
を
付
け

て
見
ま
し
ょ
う
。

①
『
異
常
の
レ
ベ
ル
』
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
？

　

異
常
が
あ
っ
た
検
査
項
目
が
何
の
働
き

を
調
べ
る
検
査
な
の
か
を
知
り
ま
し
ょ

う
。
そ
の
上
で
ど
の
く
ら
い
の
レ
ベ
ル

な
の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
メ
タ
ボ
判
定
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

メ
タ
ボ
か
そ
の
予
備
軍
の
場
合
は
、
血

管
の
老
化
で
あ
る
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、

脳
卒
中
な
ど
の
深
刻
な
病
気
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

③
以
前
の
結
果
と
比
べ
て
ど
う
で
す
か
？

　

今
回
の
結
果
が
正
常
範
囲
で
、
異
常
は

な
く
と
も
検
査
値
が
年
々
悪
化
し
て
い

た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
結
果
を
良
く
み
て
、
自
分
は
ど
こ
の
段

階
に
い
る
の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
健
診
を
受
け
る
か
た
も
こ
の
点
に
注
目
で
す
。

◎
町
の
健
診
結
果
で
は

　

町
の
健
診
結
果
（
10
月
の
健
診
分
を
除
く
）

で
は
次
の
よ
う
な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

年
代
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
が
、
①
糖
尿

病
の
有
無
を
確
認
す
る
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
（
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
）
値　

②
高
脂
血
症
の

有
無
を
確
認
す
る
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル　

③
腎
臓
機
能
を
確
認
す
る
尿
蛋
白　

④
血
圧
に

有
所
見
が
あ
る
か
た
が
多
い
で
す
。（
表
１
）

※
有
所
見
＝
異
常
の
所
見

◎
日
々
の
生
活
習
慣
が
健
康
維
持
の
秘
訣

　

高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
病
気
を
発
症
し
、
脳
卒
中
や
心
臓
病

な
ど
の
病
気
に
悪
化
す
る
ま
で
に
自
覚
症
状
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
状
態
は
日
々
変
化
を
し
て
い
き
ま
す
。年

ご
と
の
検
査
結
果
か
ら
変
化
を
把
握
し
、生
活

習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
健
康
を
守
る
秘
訣
で
す
。

　

普
段
の
生
活
を
振
り
返
り
、
良
い
習
慣
を

コ
ツ
コ
ツ
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

〇
食
生
活

　

・
一
日
３
食
を
規
則
正
し
く
と
る
。

　

・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
。

　

・
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
。

　

〇
運
動

　

・
体
を
意
識
し
て
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る
方
は
無
理
せ
ず
、

ま
ず
は
一
日
10
分
を
プ
ラ
ス
し
ま
し
ょ
う
。

　

〇
睡
眠
・
ス
ト
レ
ス
解
消

　

・
疲
れ
た
体
や
心
を
元
気
に
す
る
最
も
有
効

な
方
法
は
「
眠
る
」
こ
と
で
す
。
適
度
な

睡
眠
時
間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
自
分
に
合
っ
た
休
養
や
気
分
転
換
を
取
り

入
れ
て
ス
ト
レ
ス
を
早
め
に
解
消
し
ま

し
ょ
う
。

◎
特
定
保
健
指
導
で
生
活
改
善
を
応
援
！

　

特
定
保
健
指
導
は
特
定
健
診
で
メ
タ
ボ
の
危

険
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
か
た
に
対
し
て
、
生

活
習
慣
を
改
善
し
メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
を
減
ら
せ

る
よ
う
に
支
援
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

特
定
保
健
指
導
で
は
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・

健
康
運
動
指
導
士
な
ど
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
な
が
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

早
い
段
階
か
ら
生
活
習
慣
を
改
善
し
脳
卒
中
、

心
臓
病
な
ど
の
深
刻
な
病
気
に
な
ら
な
い
た
め

の
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
か

た
に
は
保
健
師
か
ら
個
別
に
連
絡
を
し
て
い
ま

す
。
対
象
の
か
た
は
必
ず
特
定
保
健
指
導
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
開
催
は
11
月
以
降
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

健
診
結
果
を
健
康
づ
く
り
に

活
か
し
ま
し
ょ
う
！

特
定
健
診
（
以
下
健
診
）
は
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る
前
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）（
以
下
メ
タ
ボ
）　

に
着
目
し
た
健
診
で
す
。
生
活
習
慣
病
は
メ
タ
ボ
と
深
く
関
係
し

て
い
ま
す
。
そ
の
リ
ス
ク
を
早
期
に
見
つ
け
、
改
善
す
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
健
診
結
果
か
ら
主
体
的
に
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
健
診
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？

平成29年度　健康診査　有所見の状況（10月最終健診を除く）	 ( 表１）
　

39 歳以下 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳〜 74 歳 75 歳以上

１
位 尿蛋白 44.1% ＬＤＬコレ

ステロール 46.3% ＨｂＡ１ｃ 66.7% ＨｂＡ１ｃ 76.7% ＨｂＡ１ｃ 86.3% ＨｂＡ１ｃ 82.3%

２
位

ＬＤＬコレ
ステロール 31.5% 尿蛋白 46.3% ＬＤＬコレ

ステロール 56.0% ＬＤＬコレ
ステロール 56.4% 収縮期血圧 57.5% 収縮期血圧 57.8%

３
位 ＨｂＡ１ｃ 27.0% ＨｂＡ１ｃ 43.9% 尿蛋白 36.0% 収縮期血圧 51.8% ＬＤＬコレ

ステロール 52.3% 尿蛋白 45.7%
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「
お
カ
ネ
さ
ま
」の
呼
称
で
拡
大
し
た

庚  

申  

信  

仰

「
お
カ
ネ
さ
ま
」
と
は
、
干
支
の
組
み
合
わ

せ
で
、60
日
に
１
回
、ま
た
は
60
年
ご
と
に
巡
っ

て
く
る
庚
申
の
日
に
行
な
わ
れ
る
信
仰
行
事
の

こ
と
で
す
。

４
世
紀
の
は
じ
め
に
中
国
の
代
表
的
な
民
族

宗
教
で
あ
る
「
道
教
」
に
、
人
間
の
体
内
に
形

の
な
い
霊
魂
や
鬼
神
の
類
に
属
す
る
三
尸
の
虫

が
い
て
、
人
を
死
な
せ
て
鬼
神
を
増
や
す
た
め

に
、
庚
申
の
日
ご
と
に
天
に
昇
っ
て
人
々
の
罪

過
を
天
帝
に
告
げ
ま
す
。
天
帝
は
そ
の
告
げ
に

よ
っ
て
そ
の
人
を
早
死
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
長
生
き
す
る
に
は
、

庚
申
の
夜
は
三
尸
の
虫
を
天
に
昇
ら
せ
な
い
た

め
に
徹
夜
し
て
対
抗
し
ま
す
。

日
本
で
は
、
平
安
時
代
に
天
皇
、
貴
族
、
女

官
た
ち
が
信
仰
行
事
を
行
な
い
ま
し
た
。
三
尸

の
虫
の
昇
天
を
押
さ
え
て
、
延
命
を
図
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
、『
源
氏
物
語
』
の
中
に
か
な
り

の
人
数
が
集
ま
っ
て
歌
合
、
碁
、
管
弦
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
徹
夜
し
て
い
る
こ
と
が
面
白
く

書
か
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
、め
で
た
い
日
や
年
と
さ
れ
、

庚
申
塔
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
庚
申
行
事
は
信

仰
を
と
も
に
す
る
講
中
の
人
々
が
集
ま
っ
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
夕
方
頭
屋
の
家
に
集
ま
っ
て

入
浴
し
て
身
を
清
め
、
経
や
真
言
、
祝
詞
を
唱

え
て
か
ら
食
事
を
し
、
一
夜
を
過
ご
し
ま
す
。

掛
け
軸
な
ど
に
祀
ら
れ
る
神
仏
の
本
尊
は
、

仏
教
系
で
は
青
面
金
剛
で
、
神
道
系
で
は
猿
田

彦
尊
が
主
で
し
た
。

祈
り
の
中
心
は
、
作
の
豊
熟
、
養
蚕
の
豊
穣
、

漁
業
の
大
漁
、
病
気
治
癒
、
風
邪
の
退
散
、
家

内
繁
盛
、
運
気
の
隆
盛
、
夫
婦
の
和
合
な
ど
、

講
中
に
よ
っ
て
様
々
な
性
格
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
同
時
に
、
祟
る
恐
ろ
し
い
神
仏
で
も
あ
る

と
も
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

津
南
町
に
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
庚
申
信

仰
の
広
が
り
と
と
も
に
庚
申
塔
の
建
立
が
盛
ん

に
な
り
ま
す
。そ
の
証
と
し
て
全
集
落
に
庚
申
塔

の
建
立
が
み
ら
れ
ま
す
。古
老
の
お
話
で
す
と
、

信
仰
行
事
や
祭
祀
の
内
容
は「
お
カ
ネ
さ
ま
」の

祭
祀
と
し
て
、代
々
伝
え
ら
れ
、次
ぎ
に
伝
え
て

い
く
大
事
な
行
事
と
し
て
引
き
継
い
で
き
た
も

の
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
こ
と
は
、上
記
の

庚
申
信
仰
行
事
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
で
す
。

わ
た
し
た
ち
「
つ
ま
り
石
仏
の
会
」
の
調
査

報
告
書
『
野
仏
の
里
つ
な
ん
』
に
よ
り
ま
す
と
、

「
お
カ
ネ
さ
ま
」
に
関
係
す
る
石
仏
で
、
石
祠

が
13
体
、
文
字
碑
１
０
４
体
、
猿
田
彦
尊
６
体
、

青
面
金
剛
81
体
の
計
２
０
４
体
が
全
集
落
に
散

在
し
て
い
ま
す
。

上
半
期
事
業
報
告

Tap事務局【TEL】765-5776【FAX】765-3596

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
、
自
主
事
業
と
委
託
事
業
を
実

施
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
た

事
業
を
一
部
報
告
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
育
成
事
業

①
こ
の
指
と
～
ま
れ
！　

８
月
１
日
㈫

　

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。
中
津
川
・

ひ
ま
わ
り
畑
・
な
じ
ょ
も
ん
を
会
場
に
、
子
ど

も
た
ち
の
思
い
出
に
残
る
屋
外
で
の
活
動
を
た

く
さ
ん
楽
し
み
ま
し
た
。

エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

苗
場
登
山　

９
月
30
日
㈯

　

日
本
１
０
０
名
山
、
苗
場
山
登
山
を
実
施
し

ま
し
た
。

委
託
事
業

　

つ
な
ん
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
大
会

　

８
月
27
日
㈰

　

県
内
外
か
ら
３
４
６
名
が
参
加
、
全

日
本
強
化
指
定
選
手
も
参
加
し
ま
し
た
。

地
元
小
林
由
貴
選
手
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
滑
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

②
放
課
後
ク
ラ
ブ
（
茶
道
を
楽
し
も
う
）

　

10
月
４
日
㈬

　

子
ど
も
た
ち
の
「
や
っ
て
み
た
い
！
」
気
持
ち

を
応
援
！
様
々
な
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

茶
道
ク
ラ
ブ
は
最
終
日
に
お
う
ち
の
方
を
招
待

青面金剛と庚申石祠

津南町　赤沢

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

245
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農
業
委
員
会
の

窓

稲
作
作
況
調
査
概
要

農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の

　
　
　
　
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
８
月
〕

　

９
日　

新
規
農
業
委
員
研
修
会

　

24
日　

市
町
村
農
業
委
員
研
修
会

　

25
日　

第
２
回
農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
　

畑
作
作
況
調
査

〔
９
月
〕

　

13
日　

水
稲
作
況
調
査

　
　
　
　

企
画
会
議
・
振
興
部
会

　

25
日　

第
３
回
農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
　

農
政
部
会
・
振
興
部
会

　

30
日　

狭
山
市
民
農
業
体
験

　
　
　
　
（
稲
刈
り
）

〔
10
月
〕

　

４
日　

企
画
会
議
・
広
報
部
会

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
10
月
〕

　

25
日　

第
４
回
農
業
委
員
会
総
会

〔
11
月
〕

　

15
日　

中
越
協
議
会
研
修
会

　

18
日　

狭
山
市
農
業
祭

　

24
日　

第
５
回
農
業
委
員
会
総
会

　

農
家
の
皆
さ
ん
今
年
の
作
柄
は
ど

ん
な
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

津
南
町
農
業
委
員
会
で
は
、９
月

13
日
に
町
内
18
カ
所
の
水
田
で
稲
作

作
況
調
査
を
実
施
し
今
年
の
作
柄
の

予
想
収
量
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

調
査
ほ
場
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
農
家
の
皆
さ
ん
、大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
日
の
状
況
で
は
、５
月

大地に生きる

　平成 16 年の秋に東京から U ターンし実家の農業
後継者として就農しました。現在は父、母と 3 人で
稲作を中心に中深見地区の作業受託など行っていま
す。また、畑作では夏秋イチゴの栽培もおこなって
いますが、以前は 10 人以上いた夏秋イチゴ栽培も
現在は 3 名となっています。一緒に夏秋イチゴ栽培
をしていただける仲間を募集中です。忙しい毎日で
すが、時間ができたときは趣味の釣りや、家族旅行
などでリフレッシュをしています。

中
なかざわ

澤　正
まさし

臣さん（39歳・中深見）

狭
山
市
民
農
業
体
験

　

９
月
30
日
に
秋
晴
れ
の
中
、
狭
山

市
民
の
皆
さ
ん
が
稲
刈
り
体
験
に
来

町
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
13
家
族
35
人
の
方
か
ら
参

加
を
い
た
だ
き
、
手
刈
り
に
よ
る
稲

刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
津
南
の
野
菜
や
キ
ノ
コ

を
使
っ
た
手
料
理
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

お
に
ぎ
り
を
食
べ
て
も
ら
い
津
南
の

お
い
し
さ
を
十
分
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
収
獲
し
た
お
米
は
精
米
を

し
て
11
月
に
狭
山
市
で
開
催
さ
れ
る

狭
山
市
農
業
祭
で
参
加
者
に
配
布
し

ま
す
。

下
旬
か
ら
６
月
上
旬
の
気
温
が
平
年

よ
り
低
く
、８
月
の
天
候
不
順
も
あ

り
昨
年
よ
り
は
遅
れ
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

調
査
時
点
の
収
量
予
想
は
、昨
年

よ
り
少
な
い
か
平
年
並
み
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。ま
た「
標
高
の
高

い
ほ
場
で
は
温
度
不
足
が
心
配
さ
れ

る
た
め
、９
月
～
10
月
の
天
候
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。」な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

前
倉
ト
ド
展
望
台
か
ら
山
間
を
南
西
奥
に
進

む
と
、突
如
視
界
が
開
け
鳥
甲
牧
場
が
見
え
て

き
ま
す
。こ
こ
は
栄
村
に
位
置
し
、標
高
は
１
、

１
０
０
ｍ
前
後
。な
ぜ
、こ
の
よ
う
な
広
大
は
平

坦
地
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。そ
の
手
が
か
り

と
し
て
鳥
甲
牧
場
周
辺
の
地
層
を
調
べ
る
と
、

五
宝
木
湖
成
層
と
呼
ば
れ
る
シ
ル
ト
層
を
主
体

と
す
る
湖
成
層
が
分
布
し
て
い
ま
す
。シ
ル
ト

層
と
は
、砂
と
粘
土
の
中
間
の
も
の
か
ら
な
る

地
層
で
す
。ま
た
、湖
成
層
と
は
、湖
に
堆
積
し

ジ
オ
サ
イ
ト
№
41

「
鳥
甲
牧
場
湖
跡
」

た
地
層
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、

鳥
甲
牧
場
周
辺
は
、か
つ
て
広
い
湖
で
あ
っ
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
地
域
の
地
層
は
、ス
ラ
ン
プ
構

造
の
発
達
し
た
白
色
細
粒
火
山
灰
と
シ
ル
ト
層

の
互
層
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

ス
ラ
ン
プ
構
造
と
は
、平
行
に
重
な
っ
た
地
層

の
う
ち
一
層
準（
単
層
と
単
層
の
間
の
面
）だ
け
、

地
層
の
構
造
が
著
し
く
乱
さ
れ
て
い
る
構
造
を

言
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
構
造
は
、地
層
が
ま
だ

軟
ら
か
い
う
ち
に
変
形
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。ス
ラ
ン
プ
構
造
の
多
く
は
湖
底
地
す
べ

り
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
、牛
は
飼
育
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
牛

舎
や
サ
イ
ロ
の
周
り
の
広
大
な
畑
で
ダ
イ
コ
ン

や
ソ
バ
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

嬉しい味覚の秋ですね。何を食べてもおいしいこの季節
が大好きです。
今回は、おいしかったトウモロコシの中華風スープをご
紹介します。膳風味の味わいです。

【材料（4人分）】
 ・トウモロコシ（1本）　※実とひげを使います

Ⓐ（・鶏がらスープの素（小さじ2 ～ 3）
　　・湯（900ml）
・みょうが（2～3個）
・ミニトマト（8個）

Ⓑ（・塩（小さじ2/3）
　　・ごま油（小さじ2）

【作り方】
①トウモロコシは皮をむき、実を包丁でそぎ切りにする。
　ひげは黒い部分を切り落とし、2cmの長さに刻む。

②みょうがは縦に4等分してから1cm幅に、ミニトマトは
縦半分に切る。

③鍋にⒶを入れて煮立て、トウモロコシの実、ひげ、ミニ
トマトを入れてひと煮立ちさせる。

④みょうがとⒷを加えてから、サッと煮立てたら完成!　
器に盛り付けましょう♪

【豆知識】
トウモロコシのひげを
スープに加えることで風
味が増し、スプラウトの
ような食感が楽しめます。
ひげには利尿作用による
むくみの改善などの働き
もあるので、捨てずに活
用してみてください。

トウモロコシの中華風スープをご紹介♪

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　島田　玲子（宮野原）

異国の雰囲気もある鳥甲牧場

（左奥が苗場山、右奥が鳥甲山）

広大なダイコン畑



戸 籍 の 窓

島田　雄也さん（宮野原）
庭野真祐美さん（十日町市）｝

N
ajom

on Inform
ation

■人口9,924（−９）　男4,815（−３）　女5,109（−６）

■世帯数3,568（−１）　■転入／ 12　■転出／ 14　■出生／７　■死亡／ 14　■婚姻／１10月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●秋季企画展
　「本ノ木―調査・研究の歩みと60年目の視点―」
　会　期／9月2日㈯～11月5日㈰
　津南町の本ノ木遺跡で1000点以

上の石槍が出土しました。これら

の資料が60年ぶりに津南町に戻っ

てきたことを記念し、一堂に会して

展示します。

●「自然素材を使った手づくり作品展」
　作品募集中
　平成29年11月25日㈯〜平成30年1月8日㈪の会

期で、手づくり作品展を開催します。自然素材を使

い、「冬」をテーマとした作品を募集しています。あ

なたのオリジナル作品を、なじょもんで展示して

みませんか？詳しくは、なじょもんホームページ

（http://www.najomon.com）または、お電話でお問

合せください。

●『津南学』第6号刊行のお知らせ
　津南の自然・文化・民俗・歴史などの魅力を凝縮し

た『津南学』の第6号が刊行されました。

　なじょもん・文化センター・歴史民俗資料館など

で、1,500円(税抜)でお買い求めいただけます。

秋季企画展の様子

昨年の作品展の様子

『津南学』第6号

　

み
な
さ
ん
体
調
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
北
海
道
の
山
や
苗
場

山
で
は
初
雪
が
観
測
さ
れ
た
と

か
…
。
も
う
冬
は
目
の
前
?!
積
雪

の
記
録
を
広
報
紙
に
掲
載
し
た
の

が
４
月
20
日
号
。
あ
れ
か
ら
半
年
。

時
が
経
つ
の
が
早
い
で
す
ね
。

船
木	

康
平

山田　斗
とう

真
ま

（段野団地）	 佑樹さん
	 歩美さん

津端　快
かい

音
と

（大割野）	 拓耶さん
	 真理菜さん

大倉　健
たけ

瑠
る

（小下里）　	 祐一さん
	 智美さん

滝澤　永
の あ

愛（外丸）　	 誠さん
	 智子さん

上村　紬
つむぎ

・結
ゆい

（割野）	 悠葵さん
	 美可子さん

板場　福榮さん	 （93歳・辰ノ口）

八重沢　甲一さん	（92歳・亀岡）

大口　ツネさん	 （85歳・米原）

関谷　チノさん	 （98歳・恵福園）

江村　シズエさん	（90歳・巻下）

石沢　正幸さん	 （77歳・上野）

森口　幸友さん	 （86歳・宮野原）

藤ノ木キノヰさん	（93歳・太田新田）

石沢　勝子さん	 （74歳・卯之木）

太田　いわさん	 （96歳・上加用）

山田　輝政さん	 （85歳・十日町市）

柳沢　正保さん	 （87歳・田中）

丸山　ソメさん	 （93歳・外丸）

篠原　 五郎さん	（89歳・外丸）

桑原　ケサヱさん	（88歳・栄村）

11 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈮ 10:00〜12:00 ドングリのストラップづくり 500 高学年以上

4日㈯

10:00〜11:00 トチあんぼづくりⅡ（灰あわせ）　※要予約 無料 低学年以上

13:30〜15:30 琥珀の勾玉づくり 1,000 高学年以上

5日㈰ 10:00〜12:00 そば打ち　※要予約 800 中学年以上

11日㈯ 10:00〜12:00 木の実のリースづくり 800 低学年以上

12日㈰ 13:30〜15:30 トチあんぼづくりⅢ（あんぼづくり）　※要予約 800 低学年以上

18日㈯ 13:30〜15:30 小枝のクリスマスツリー 500 低学年以上

19日㈰ 10:00〜12:00 ろうそくのランタンづくり 1,000 高学年以上

23日㈭ 13:30〜15:30 天然酵母のパンづくり 800 低学年以上

25日㈯ 10:00〜12:00 大人の石器づくり～石槍づくり～ 500 高学年以上

26日㈰ 13:30〜15:30 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります
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■
編

集
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総
務

課
総

務
班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真
　
ビ
シ
ッ
と
１
列
に
整
列
し
て
い

る
消
防
団
員
。
掛
け
声
、
合
図
、
目
線
、
こ
の

す
べ
て
に
緊
張
感
が
あ
り
、
引
き
寄
せ
ら
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。


